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告
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垂
水
史
談
会
が 

令
和
６
年
度 

鹿
児
島
県
文
化
財
功
労
者
表
彰 

 

１
１
月
８
日
、
令
和
６
年
度
の
鹿
児
島
県
文
化
財
功
労
者
の
団
体
と
し
て
、

我
が
垂
水
史
談
会
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。「
文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
に
尽

力
し
、
地
域
文
化
の
振
興
に
顕
著
な
功
績
」
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

 

鹿
児
島
県
文
化
財
功
労
者
表
彰
は
、
令
和
元
年
に
町
田
洋
一
元
会
長
が
個

人
表
彰
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
年
は
垂
水
史
談
会
の
復
活
３
０
年
の
節
目
に
も

当
た
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
記
念
す
べ
き
出

来
事
と
な
り
ま
し
た
。

史
談
会
会
員
全
員
で
喜

び
合
い
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

表
彰
当
日
は
町
田
猛

会
長
が
出
席
し
て
、
県

庁
１
６
階
の
教
育
委
員

会
室
に
お
い
て
表
彰
状

を
受
け
ま
し
た
。 

 

垂
水
史
談
会
は
今
後

も
生
き
生
き
と
し
た
活

動
を
展
開
し
、
文
化
財

の
保
存
・
活
用
に
つ
と

め
な
が
ら
垂
水
の
地
域

文
化
を
発
掘
、
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
瀬
角
龍
平
） 

 

協
和
小
学
校 

５
，
６
年
生 

「
学
校
の
ま
わ
り
に
あ
る
歴
史
を
探
そ
う
」 

  

１
０
月
２
３
日
、
協
和
小
学
校
の
５
，
６
年
生
１
４
人
と
「
学
校
の
ま

わ
り
に
あ
る
歴
史
を
探
そ
う
」
と
、
歩
い
て
学
校
周
辺
を
巡
り
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
は
校
門
を
出
発
し
て
旧
和
光
保
育
園
跡
に
あ
る
「
公
卿
石
（
く
げ
い

し
）」
の
と
こ
ろ
で
近
衛
信
輔
が
海
潟
に
１
０
日
滞
在
し
た
こ
と
、
江
之
島

が
昔
は
弁
天
島
と
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
菅
原
神

社
の
境
内
に
あ
る
２
つ
の
市
の
指
定
文
化
財
「
ナ
ギ
の
木
」、
そ
し
て
江
戸

時
代
の
桜
島
大
噴
火
の
「
桜
島
焼
亡
搭
」
の
物
語
の
説
明
を
受
け
、
そ
し
て

社
務
所
で
保
管
し
て
い
る
「
海
潟
（
カ
イ
ガ
タ
）」

の
名
前
の
起
こ
り
と
言
わ
れ
る
「
貝
の
化
石
」
を

手
に
取
っ
て
学
び
ま
し
た
。 

ま
た
海
潟
郵
便
局
の
国
道
向
か
い
に
あ
る
路

地
の
石
垣
に
は
太
平
洋
戦
争
当
時
、
ア
メ
リ
カ

の
戦
闘
機
の
機
銃
に
よ
る
跡
が
今
で
も
残
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
迫
田
、
脇
登
地
区
に
は
海
潟

造
船
所
の
あ
っ
た
こ
と
や
、
当
時
、
藁
ぶ
き
屋
根

が
多
か
っ
た
の
で
、
機
銃
を
受

け
た
屋
根
か
ら
発
火
し
て
、
海

潟
の
家
が
た
く
さ
ん
焼
け
た
こ

と
な
ど
も
生
徒
た
ち
へ
説
明
を

し
ま
し
た
。 

小
学
校
の
東
側
に
は
む
か

し
、
大
隅
線
の
鉄
道
が
走
っ
て

い
ま
し
た
が
今
は
も
う
廃
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
昭
和
４
７
（
１
９

７
２
）
年
２
月
２
２
日
、
こ
の
大

隅
線
の
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
工
事

を
し
て
い
た
時
に
落
盤
事
故
で

６
名
の
人
た
ち
が
亡
く
な
っ
た

記
念
碑
を
見
学
し
た
あ
と
、
貝

の
化
石
が
出
土
し
て
い
た
場
所

へ
移
動
し
ま
し
た
。
場
所
は
も

う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
ふ
さ
が
れ

て
い
ま
す
。
す
ぐ
そ
ば
に
は
大

隅
線
の
ト
ン
ネ
ル
が
見
え
て
い
ま
す
。 

今
回
は
秋
に
見
ら
れ
る
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
や
イ
タ
ド
リ
の
花
、
そ

し
て
葉
っ
ぱ
を
も
む
と
臭
い
ク
サ
ギ
な
ど
の
植
物
の
名
前
も
覚
え
な
が
ら

歩
い
て
、
運
動
場
の
東
側
の
階
段
を
下
り
て
か
ら
学
校
に
帰
り
着
き
ま
し
た
。

約
一
時
間
半
の
歴
史
探
検
で
し
た
。 

（
瀬
角
龍
平
） 

 

垂
水
家
家
老
・
川
上
忠
實
の
墓
域
周
り
を
整
備 

 

１
０
月
２
７
日
、
垂
水
高
等
学
校
の
生
徒
た
ち
が
史
蹟
巡
り
学
習
で
訪

れ
る
の
を
前
に
、
垂
水
島
津
家
の
家
老
「
川
上
忠
實
（
号
は
周
賢
）」
が
埋

葬
さ
れ
て
い
る
「
福
壽
寺
跡
」
で
、
周
辺
の
草
払
い
や
階
段
の
足
場
作
り

を
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
墓
域
へ
の
通
路

の
草
が
生
い
茂
っ
て
い
た
り
、

落
葉
や
枯
れ
木
が
散
乱
し
て

い
た
た
め
、
瀬
角
龍
平
、
瀬
角

昌
、
堀
内
健
三
、
高
櫻
健
一
、

新
原
清
実
の
５
名
が
整
備
作

業
を
行
い
ま
し
た
。 

「
川
上
忠
實
」
は
垂
水
家

第
４
代
島
津
久
信
の
家
老
と

し
て
、
島
津
本
家
か
ら
も
一

目
置
か
れ
た
名
家
老
で
し
た
。

後
の
邑
校
・
文
行
館
教
授
、
乾

徽
猷
が
文
章
を
か
い
た
「
垂

水
宰
川
上
周
賢
子
墓
碑
」
に

は
、
大
体
次
の
よ
う
な
こ
と

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

『
川
上
家
の
先
祖
は
島
津
頼

久
で
、
後
世
「
川
上
」
を
氏
と

す
る
。
川
上
忠
實
は
、
文
禄
・
慶
長
の
役(

朝
鮮
出
兵)

の
時
に
、
垂
水
島
津

家
２
代
目
当
主
以
久
と
、
３
代
彰
久
と
共
に
渡
海
。
明
軍
と
戦
う
中
、
新
し

い
拠
点
へ
兵
を
移
す
際
に
、
最
後
尾(

し
ん
が
り)

を
務
め
、
明
軍
の
追
撃
を

受
け
る
中
「
身
に
三
十
余
創
を
被
り
、
箭(

や)

の
冑
に
集
ま
る
こ
と
林
の
如
」

き
傷
を
負
う
。 

島
津
本
家
の
島
津
義
弘
、
忠
恒
は
忠
實
に
仙
丹
、
成
薬
を
賜
う
。 

帰
国
後
、
忠
仍(

後
の
４
代
久
信)

は
忠
實
に
５
０
０
石
を
与
え
、
本
家
の

島
津
義
久
は
茶
の
席
に
召
し
出
し
、
馬
を
与
え
た
。
そ
の
後
も
、
幾
多
の
戦

果
を
挙
げ
る
。 

垂

【町田会長と和子夫人】 



元
和
９(

１
６
２
３)

年
、
４
代
久
信
は
、
正
室
の
子
忠
弘
を
廃
嫡
し
て
、

側
室
の
子
を
跡
取
り
に
し
よ
う
と
す
る
が 

川
上
忠
實
は
、
正
室
の
子
を
跡
取
り
に
と
進
言
。
久
信
は
逆
上
し
、
忠
實
を

城
中
に
召
し
出
し
、
手
ず
か
ら
忠
實
を
斬
る
。
こ
の
件
に
よ
り
、
忠
實
と
忠

實
の
子
・
忠
利
、
町
田
忠
照
が
誅
殺
さ
れ
、
忠
實
ら
の
遺
骸
は
、
福
壽
寺
に

葬
ら
れ
た
。』 

な
お
、
川
上
・
町

田
両
家
は
知
行
を

召
し
上
げ
ら
れ
ま

し
た
が
、
の
ち
に

川

上

家

４

０

０

石
、
町
田
家
３
０

０
石
を
下
賜
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
令

和
５(

２
０
２
３)

年
１
０
月
２
９
日

に
は
、『
川
上
忠
實

(

号
：
周
賢)

没
後
４

０
０
年
祭
』
が
子

孫
ら
に
よ
っ
て
催

さ
れ
て
い
ま
す
。 

約
１
時
間
ほ
ど
で

整
備
は
終
了
し
ま

し
た
が
、
垂
水
高

校
生
が
気
持
ち
よ

く
史
蹟
巡
り
を
し

て
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

新
原
清
実) 

 

 

宮
之
城
視
察
研
修 

① 
 

 
 

 
 

中
谷
潤
心  

 

１
１
月
８
日
（
金
）、
さ
つ
ま
町
宮
之
城
に
う
か
が
う
機
会
が
あ
り
、
せ

っ
か
く
な
の
で
史
談
会
メ
ン
バ
ー
に
も
お
声
掛
け
し
、
瀬
角
龍
平
・
山
田
義

之
両
氏
と
と
も
に
当
地
の
史
跡
や
ス
ポ
ッ
ト
を
見
て
回
っ
た
。 

さ
つ
ま
町
は
２
０
０
５
年
に
宮
之
城
町
と
鶴
田
町
、
薩
摩
町
と
が
合
併
し

て
誕
生
し
た
。
そ
の
中
で
も
宮
之
城
は
古
よ
り
北
薩
の
中
心
都
市
で
、
お
店

や
交
通
量
も
多
く
、
文
化
が
豊
か
で
、
清
流
と
竹
林
の
山
深
い
と
こ
ろ
で
あ

り
な
が
ら
個
人
的
に
は
賑
や
か
な
印
象
を
受
け
た
。 

さ
て
我
々
は
ま
ず
「
宮
之
城
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
」
を
訪
ね
、
こ
ち
ら
の

職
員
の
松
尾
英

行
氏
に
宮
之
城

の
古
代
か
ら
近

代
ま
で
の
歴
史

を
丁
寧
に
紹
介

い
た
だ
い
た
。 

さ
つ
ま
町
一

帯
は
か
つ
て
「
祁

答
院
」
と
呼
ば
れ
、

古
く
は
大
前(

お

お
さ
き)

氏
が
治

め
て
い
た
。
鎌
倉

時
代
に
千
葉
氏

が
川
薩
地
域
一

帯
の
郡
司
に
任

命
さ
れ
る
が
失

脚
。
そ
の
後
は
渋

谷
光
重
が
領
地

を
拝
領
す
る
。
光

重
は
５
人
の
息
子
に
領
地
を
分
け
与
え
、
こ
れ
が
「
渋
谷
五
族
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。 

渋
谷
五
族
は
そ
れ
ぞ
れ
祁
答
院
を
支
配
し
た
一
族
は
祁
答
院
氏
を
名
乗

り
、
鶴
田
を
支
配
し
た
一
族
は
鶴
田
氏
を
名
乗
っ
た
。
の
ち
に
鶴
田
氏
は
他

の
渋
谷
一
族
と
対
立
し
、
応
永
８(

１
４
０
１)

年
の
鶴
田
合
戦
に
敗
れ
て
没

落
。
や
が
て
祁
答
院
氏
も
戦
国
時
代
に
島
津
家
に
敗
れ
て
領
地
を
奪
わ
れ
、

宮
之
城
島
津
家
の
時
代
と
な
っ
て
い
く
。 

ほ
か
に
西
南
戦
争
に
ま
つ
わ
る
展
示
物
や
郷
土
の
偉
人
な
ど
、
館
内
を
一

通
り
説
明
い
た
だ
い
た
後
は
、
４
人
で
歩
い
て
す
ぐ
の
宗
功
寺
公
園
に
向
か

っ
た
。
そ
こ
に
、
垂
水
島
津
家
墓
地
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
国
指
定
史
跡

「
鹿
児
島
島
津
家
墓
所
」
構
成
文
化
財
、「
宮
之
城
島
津
家
墓
所
」
が
あ
る
。 

こ
の
墓
地
は
、
江
戸
時
代
に
島
津
家
の
中
で
一
門
家
に
次
ぐ
家
格
で
あ
る

一
所
持
と
し
て
薩
摩
藩
の
家
老
職
な
ど
を
務
め
宮
之
城
郷
を
治
め
た
宮
之

城
島
津
家
の
墓
所
で
あ
る
。 

ち
な
み
に
一
門
家
は
、
大
隅
に
３
つ
、
重
富
島
津
家(

重
富
領
１
万
４
千

石)

・
加
治
木
島
津
家(

加
治
木
領
２
万
石)

・
垂
水
島
津
家(

垂
水
領
１
万
７

千
石)

、
薩
摩
に
１
つ
、
今
和
泉
島
津
家(

今
和
泉
領
１
万
１
千
石)

の
計
４

家
。
一
所
持
の
家
は
、

宮
之
城
島
津
家
の
ほ

か
、
大
隅
で
は
、
花
岡

島
津
家(

花
岡
領)

・

敷
根
島
津
家(

市
成

領)
・
新
城
島
津
家

(

新
城
領)
・
種
子
島

家(

種
子
島
領)
。
薩

摩
で
は
、
肝
付
家(
喜

入
領)

・
喜
入
家(

鹿

籠
領)

・
佐
多
家(

知

覧
領)

・
永
吉
島
津
家

(

永
吉
領)

・
小
松
家

(

禰
寝
氏/

吉
利
領)

・

日
置
島
津
家(

日
置

領)

・
平
佐
北
郷
家

(

平
佐
領)

・
入
来
院

家(

入
来
領)

・
佐
志

島
津
家(

佐
志
領)

・

豊
州
島
津
家(

黒
木

領)

・
樺
山
家(

藺
牟
田
領)

。 

日
向
で
は
北
郷
家(

都
城
島
津
家/

都
城
領)

の
計
１
７
家
が
有
力
で
あ
る
が
、

ほ
か
含
め
て
３
０
家
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
中
で
も
花
岡
・
宮
之
城
・
日
置
・

都
城
の
４
家
が
特
に
重
ん
じ
ら
れ
、
一
門
家
と
あ
わ
せ
て
「
八
家
」
と
い
っ

た
。 宮

之
城
島
津
家
は
、
島
津
本
家
島
津
貴
久
の
弟
尚
久
を
初
代
と
し
、
尚
久

の
嫡
男
忠
長(

た
だ
た
け/

２
代
目)

か
ら
現
代
ま
で
続
く
家
柄
で
あ
る
。
こ

の
墓
所
に
は
当
主
と
そ
の
家
族
、
家
臣
団
の
墓
碑
と
祖
先
世
功
碑(

そ
せ
ん

せ
い
こ
う
ひ)

が
あ
る
。
墓
碑
の
内
訳
は
、
宮
之
城
島
津
家
一
族
の
墓
碑
が

３
４
基
で
、
当
主
墓
１
３
基
・
当
主
夫
人
墓
１
１
基
・
当
主
子
女
墓
９
基
・

１
５
代
当
主
以
降
の
累
代
墓
で
あ
る
宮
之
城
島
津
家
之
墓
１
基
。
そ
の
他
に 

忠
長
に
殉
死
し
た
家
臣
の
墓
な
ど
が 

５
基
あ
る
。 

墓
地
の
中
心
付
近
に
あ
り
、
亀
の
よ
う
な
造
形
が
目
を
引
く
「
祖
先
世
功

碑
」
は
五
代
久
竹(

胤)

が
建
て
た
も
の
で
、
碑
文
に
は
島
津
家
の
由
緒
か
ら

宮
之
城
島
津
家
の
歴
代
当
主
の
功
績
が
四
代
久
通
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。 

余
談
だ
が
、
こ
の
亀
の
よ
う
な
石
造
物
は
亀
趺(

き
ふ)

と
言
う
。
亀
趺
は

石
碑
の
台
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
指
し
、
こ
の
生
き
物
自
体
は
「
贔
屓(

ひ

き)

」
と
い
う
。
贔
屓
は
龍
が
生
ん
だ
９
頭
の
神
獣
「
竜
生
九
子
」
の
一
角

で
、
重
き
を
負
う
こ
と
を
好
む
と
い
う
の
だ
が
、「
依
怙
贔
屓
」
と
い
う
四

字
熟
語
の
方
が
有
名
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―

以
下
次
号―

 

 


